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参
議
院
総
務
委
員
会
は
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
水
源
の
里（
限

界
集
落
）を
実
地
視
察
す
る
た
め
、
4
月
14
日
、
京
都
府
綾
部
市
を
訪
れ
た
。

綾
部
市
は
限
界
集
落
の
再
生
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
先
進
自
治
体
で
あ
る
。

一
行
は
高
齢
化
率
100
％
で
戸
数
わ
ず
か
14
戸
の
市い
ち
志し

地
区
を
訪
れ
、
阪
田
自
治

会
長
か
ら
「
国
会
議
員
の
皆
様
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
開か
い

闢び
ゃ
く

以
来
の
こ
と
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
地
を
よ
く
見
て
、
ぜ
ひ
と
も
集

落
の
再
生
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
の
悲
痛
な
叫
び
の
挨
拶
を
受
け
た
。
そ

の
後
の
懇
談
会
で
、
四
方
八
洲
男
市
長（
全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
会
長
）

は
、
先
ず
、
水
源
の
里
の
再
生
に
取
り
組
ん
だ
動
機
を
語
り
、「
環
境
問
題
が

参院総務委、綾部水源の里を視察
地元の悲痛な声を聞く

参院総務委、綾部水源の里を視察
地元の悲痛な声を聞く

厳
し
い
環
境
に
政
治
の
光
を

出
し
た
た
め
に
、
厳
重
な
警
備
の
中
を
聖
火
が

走
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
抗
議
を
避
け

る
た
め
に
、
突
如
コ
ー
ス
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
お
そ
ら
く
こ
ん
な
聖
火
リ
レ
ー
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
史
上
初
め
て
で
は
な
い
か
。
★
世
界
各
地

で
抗
議
活
動
が
繰
り
返
さ
れ
、
人
権
弾
圧
に
対
す

る
声
が
大
き
く
な
れ
ば
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
不
参
加
を
表
明
す
る
国
や
選
手
が
続
々
と
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
平
和
の
祭
典
が
国
際
紛
争

の
タ
ネ
に
な
る
と
は
皮
肉
な
光
景
だ
。
中
国
は
聖

火
リ
レ
ー
へ
の
妨
害
を
平
和
へ
の
卑
劣
な
挑
戦
と

言
っ
て
い
る
が
、
何
故
、
そ
れ
ほ
ど
批
判
が
強
い

の
か
謙
虚
に
反
省
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
★

4
月
26
日
に
長
野
市
内
に
聖
火
が
入
っ
て
く
る
。

一
般
国
民
の
抗
議
デ
モ
や
妨
害
活
動
は
な
い
と
は

思
う
が
、
世
界
各
地
で
の
抗
議
が
大
き
く
な
れ

ば
、
最
近
の
中
国
政
府
の
動
き
に
快
く
思
っ
て
な

い
日
本
人
も
多
い
か
ら
心
配
だ
。
★
尖
閣
諸
島
を

め
ぐ
る
領
有
権
問
題
、
東
シ
ナ
海
の
ガ
ス
田
の
開

発
、
毒
入
り
餃
子
等
、
今
の
日
中
間
に
は
懸
案
の

問
題
が
多
い
。
国
内
の
人
権
問
題
に
熱
心
な
の
に

チ
ベ
ッ
ト
人
に
対
す
る
中
国
政
府
の
弾
圧
に
は
目

を
塞
い
で
い
い
の
か
。
不
思
議
な
こ
と
に
一
部
の

新
聞
を
除
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
も
政
府
も
こ
れ
ら
の

問
題
に
沈
黙
を
決
め
込
ん
だ
ま
ま
だ
。
中
国
問
題

に
な
る
と
官
民
共
に
弱
腰
で
あ
る
。

恒 心

★
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ

レ
ー
が
始
ま
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
採

火
式
で
は
厳
戒
の
中
、
チ
ベ
ッ
ト
の

弾
圧
に
抗
議
す
る
人
が
現
れ
た
。
パ

リ
で
は
多
く
の
人
々
が
抗
議
に
繰
り

強
く
叫
ば
れ
て

い
る
今
こ
そ
、

水
源
を
守
っ
て

い
る
里
に
政
治

の
光
を
当
て
る

チ
ヤ
ン
ス
で

す
。
期
限
切
れ

と
な
る
過
疎
法

に
は
、
環
境
や

水
源
を
守
っ
て

い
る
地
元
に
計

画
、
実
行
、
そ

し
て
検
証
ま
で

任
せ
る
仕
組
み

を
盛
り
込
む
べ

き
だ
」
と
総
務

委
員
に
強
く
訴

え
た
。

（
三
面
に
関
連
記
事
）

歓迎の挨拶をする阪田・市志自治会長
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
気
候
変
動
の

京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二
ノ
湯
政
務
官
主
催
国
代
表
挨
拶
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参議院 総務委員会
地
方
の
活
性
化
で

二
ノ
湯
政
務
官
に
質
問

地
方
税
関
連
法
案
、

4
人
の
公
述
人
が
意
見
を
陳
述

意見陳述する汐見井手町長

4
月
15
日
に
国
立
京
都
国
際
会
議
場
で
行

わ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
気
候
変
動
の
京
都
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
会
式
で
、
二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官

は
主
催
国
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
は
そ
の
影
響
が
地
球
規
模

に
及
ぶ
の
で
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
取

り
組
み
は
行
わ
れ
て
き
た
。
本
年
か
ら
、
京
都

議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
が
始
ま
り
、
日
本
も

目
標
達
成
に
向
け
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の

取
り
組
み
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
7

月
に
は
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、
気
候
変
動
問
題（
地
球
温
暖
化
問
題
）が
主

要
議
題
の
一
つ
と
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
環
境

の
年
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）は
そ
の
利
活
用
に
よ
り
交
通
量
の

削
減
、
生
産
・
物
流
・
消
費
の
効
率
化
な
ど
を

通
じ
て
、
電
力
消
費
量
の
削
減
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
も
貢
献
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
総
務
省
と
国
際
電
気
通

信
連
合（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技

術
）を
利
活
用
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
を
推
進
す
る
た
め
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
気
候
変
動

に
関
す
る
京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
総
務
省
は
当
初
、
東
京
で
の

開
催
を
希
望
し
た
が
、
国
際
電
気
通
信
連
合
が

環
境
問
題
の
聖
地
で
あ
る
京
都
を
強
く
主
張
、

京
都
に
決
ま
っ
た
。

に
は
三
大
祭
が
ご
ざ
い
ま
す
。
葵
祭
、
祇
園

祭
、
そ
し
て
時
代
祭
と
、
こ
う
い
う
祭
に
大
変

多
く
の
観
光
客
が
京
都
に
お
越
し
に
な
る
。
さ

ら
に
ま
た
、
年
末
年
始
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、

高
校
駅
伝
、
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
に
多
く

の
都
道
府
県
の
応
援
団
が
京
都
に
来
ら
れ
る
。

4
月
1
日
か
ら
「
都
を
ど
り
」
も
始
ま
り
、
こ

れ
も
1
ヶ
月
間
続
き
ま
す
が
、
1
日
4
回
の
興

行
が
、
ほ
ぼ
満
員
に
な
る
。
冬
と
夏
の
観
光
客

が
枯
れ
る
と
き
に
は
寺
院
の
協
力
を
得
て
非
公

開
寺
院
の
文
化
財
の
公
開
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

今
や
通
年
の
観
光
都
市
と
な
っ
た
京
都
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
先
人
の
遺
産
を

十
二
分
に
生
か
し
な
が
ら
一
生
懸
命
地
域
づ
く

り
に
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
現
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

に
あ
る
伝
統
的
な
文
化
、
文
化
財
を
使
っ
た
活

性
化
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
お

ら
れ
、
そ
う
い
う
機
会
に
あ
ふ
れ
て
お
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
二
ノ
湯
政
務
官
に
、
ま
ず

は
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
大
臣
政
務
官（
二
ノ
湯
智
君
）

地
域
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
が

で
き
れ
ば
す
べ
て
活
性
化
す
る
と
い
う
意
見
を

持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
持
つ
文
化
財
と

か
ソ
フ
ト
を
ど
の
よ
う
に
し
て
地
域
活
性
化
の

た
め
に
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
京
都
に
は
あ
り
余
る

伝
統
行
事
と
文
化
財
が
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
御

存
じ
の
よ
う
に
、
伝
統
文
化
と
い
え
ば
、
京
都

3
月
27
日
、
参
議
院
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
、
自
民
党
の
河
合
常
則

氏（
富
山
県
選
出
）が
、
質
問
に
立
ち
、

歴
史
・
文
化
都
市
京
都
選
出
の
二
ノ

湯
総
務
大
臣
政
務
官
に
地
域
の
伝
統

文
化
、
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
、
質
問
し
た
。

○
河
合
常
則
君

道
路
な
ど
の
ハ
ー
ド
の
こ
と
だ
け

で
な
し
に
、
地
域
の
、
地
方
の
活
性

化
の
た
め
に
何
が
大
事
か
な
と
い
ろ

い
ろ
考
え
て
み
ま
し
た
。
私
は
や
っ

ぱ
り
、
今
あ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

全
国
の
都
道
府
県
、
市
町
村
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
可
決
成
立
し
た

予
算
の
下
に
、
行
政
を
運
営
し
て
い

る
が
、
肝
心
の
財
源（
収
入
）と
な
る

地
方
税
制
関
連
3
法
案
が
成
立
し
て

い
な
い
た
め
、
道
路
整
備
の
新
規
契

約
分
を
中
止
し
て
い
る
自
治
体
が
多

い
。
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得
税

の
根
拠
と
な
る
地
方
税
改
正
法
、
東

京
都
、
愛
知
県
な
ど
の
富
裕
な
自
治

体
か
ら
徴
税
す
る
地
方
法
人
特
別
税

法
、
そ
し
て
交
付
税
の
総
額
を
確
定

す
る
地
方
交
付
税
改
正
法
は
4
月
8
日
に
よ
う

や
く
参
議
院
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
に

入
っ
た
。
重
要
法
案
を
審
査
す
る
時
、
委
員
会

で
は
地
方
お
よ
び
中
央
で
公
聴
会
を
開
く
こ
と

が
多
い
。
参
議
院
総
務
委
員
会
で
は
、
地
方
税

制
関
連
法
案
の
審
査
に
役
立
て
る
た
め
に
、
4

月
15
日
、
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
で
地
方
公
聴
会

を
開
催
し
た
。
公
述
人
は
与
野
党
が
各
2
名
を

推
薦
、
公
述
人
が
15
分
ず
つ
所
信
を
述
べ
、
そ

の
後
各
会
派
の
委
員
が
20
分
づ
つ
質
問
し
た
。

与
党
推
薦
は
関
西
学
院
大
学
教
授
小
西
砂
千

夫
、
井
手
町
長
汐
見
明
男
、
野
党
推
薦
は
連
合

京
都
会
長
木
村
幹
雄
、
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教

授
澤
井
勝
の
4
氏
。
小
西
教
授
が
賛
成
の
立
場

か
ら
意
見
を
述
べ
、
汐
見
町
長
も
「
地
方
の
住

民
は
長
年
、
税
金
を
払
い
続
け
て
き
た
。
都
市

部
か
ら
道
路
整
備
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
周
辺

部
の
整
備
が
始
ま
る
と
い
う
時
に
暫
定
税
率
廃

止
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
騙だ

ま
さ
れ
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
暫
定
税
率
廃
止
は
、
道

路
整
備
の
面
だ
け
で
な
く
建
設
業
な
ど
の
地
方

経
済
に
も
打
撃
と
な
る
」
と
訴
え
た
。

京都で地方公聴会
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地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
表
彰
式

二
ノ
湯
政
務
官
が
祝
辞

二ノ湯政務官、救急業務で意見発表

ガ
ソ
リ
ン
の
買
い
だ
め

絶
対
ダ
メ

消
防
庁
ガ
ソ
リ
ン
の
危
険
性
を
広
報

意見発表する二ノ湯氏（首相官邸で）

都道府県別将来人口（単位：千人）

地
域
に
お
い
て
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
徹
底
し
た
行
革
を
行
い
、
合
併
せ
ず

単
独
町
制
を
守
り
新
た
な
産
業
創
出
を
推
進
し

て
い
る
町
、
古
い
町
並
み
を
保
存
し
て
観
光
客

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
地
域
の
環
境
保
全
や
社
会
貢
献
に
私
財
を

投
じ
て
活
動
し
て
い
る
篤
志
家
な
ど
、
26
団

体
、
3
個
人
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。
都

市
と
地
方
の
格
差
、
地
方
の
疲
弊
が
や
か
ま
し

く
言
わ
れ
る
今
日
、
国
や
道
府
県
な
ど
に
過

度
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
主
独
立
の
精
神
や
行

動
で
、
個
性
的
で
特
色
あ
る
町
づ
く
り
、
町
起

こ
し
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
貴
重
で
あ
る
。
総
務
省
で
は
こ
の
よ
う
な
ユ

ニ
ー
ク
な
地
域
づ
く
り
の
情
報
を
町
の
活
性
化

の
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
全
国
の
自
治
体

に
発
信
し
て
い
る
。
3
月
13
日
に
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
、
二
ノ
湯
政
務
官
が
総
務
大
臣
の
代
理

と
し
て
出
席
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

3
月
25
日
、
首
相
官
邸
で
第
8

回
政
務
官
会
議
が
開
か
れ
た
。
毎
月

2
回
開
か
れ
る
会
議
で
は
、
各
政
務

官
が
所
管
の
仕
事
に
つ
い
て
意
見
発

表
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
日
は
二
ノ
湯
総
務
大
臣
政
務
官
の

当
番
で
あ
っ
た
。
発
言
の
テ
ー
マ
は

「
救
急
業
務
の
現
状
と
課
題
」。
一
昨

年
の
8
月
、
奈
良
県
で
妊
産
婦
が
病

院
で
意
識
不
明
に
な
り
、
他
の
病
院
に
移
ろ
う

と
し
た
が
、
19
も
の
病
院
に
受
け
入
れ
を
断
ら

れ
、
結
果
的
に
死
亡
し
た
。
こ
の
事
案
を
き
っ

か
け
に
救
急
患
者
の
医
療
機
関
へ
の
受
け
入
れ

問
題
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
た
い
し
た
症
状
で
も
な
い
の
に
安

易
に
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
呼
ぶ
人
が

多
く
な
り
、
本
来
の
救
急
業
務
に
大
き
な
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。
平
成
19
年
に
は
520
万
回
も

救
急
車
が
出
動
し
た
。
救
急
出
動
に
比
例
し
て

救
急
隊
が
増
え
な
い
た
め
、
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
時
間
、
病
院
ま
で
患
者
を
搬
送
す
る

時
間
が
大
幅
に
遅
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

の
救
急
業
務
の
課
題
は
、
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
医
療
機
関
の
確
保
、
そ
し
て
安
易
に
救
急
車

を
呼
ば
な
い
仕
組
み
・
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と

で
あ
る
。
出
席
の
政
務
官
か
ら
救
急
車
の
出
動

を
抑
制
す
る
た
め
に
有
料
制
に
し
て
は
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
た
。

律
違
反
で
あ
り
、
し
か
も
危
険
で
あ
る
こ
と
周

知
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
全
国
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
に
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
た
。

日
本
の
全
て
の
地
域
で
人
口
減
少
が
加
速
す

る
見
込
み
で
あ
る
。
な
か
で
も
東
京
は
全
国
最

低
の
出
生
率
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東

京
圏
へ
の
一
方
的
な
人
口
流
入
が
続
き
、
平
成

45
年
の
時
点
で
も
東
京
の
人
口
は
若
干
上
向
く

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
地
方
で
苦
労
し
て
産
み

育
て
た
子
供
が
、
大
き
く
な
っ
て
東
京
へ
流
れ

る
。
ま
さ
に
東
京
の
一
人
勝
ち
で
あ
る
。
東
京

と
地
方
の
格
差
、
過
疎
地
域
の
解
消
と
口
を

酸
っ
ぱ
く
し
て
叫
ん
で
も
、
東
京
一
極
集
中
が

改
ま
ら
な
い
限
り
、
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な

い
。
少
子
化
問
題
、
出
生
率
の
向
上
を
論
議
す

る
ま
え
に
、
東
京
問
題
を
ど
う
す
る
か
が
先
決

で
あ
る
。
表
は
30
年
先
ま
で
の
都
府
県
の
人
口

予
測
で
あ
る
が
、
人
口
が
若
干
で
も
増
え
る
の

は
、
東
京
都
と
沖
縄
県
だ
け
で
あ
る
。
京
都
府

は
約
40
万
人
の
減
少
と
見
込
ま
れ
る
。

揮
発
油
税
の
暫
定
税
率
の
失
効
に
伴
い
、
大

多
数
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
1
リ
ッ
ト

ル
25
円
割
引
で
販
売
し
て
い
る
。
現
在
の
安
い

価
格
の
と
き
に
、
消
費
者
が
ポ
リ
容
器
な
ど
に

買
い
だ
め
を
す
る
心
配
が
あ
る
。
ポ
リ
容
器
か

ら
車
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
時
、
火
災
や
爆
発

事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
あ

る
。
消
防
庁
で
は
容
器
に
入
れ
て
売
る
事
は
法

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

将
来
も
東
京
の
一
人
勝
ち

人
口
予
測
か
ら
推
測

社会保障人口問題研究所推計値（2007年5月）

地域 平成17年
（2005）

平成47年
（2035） 地域 平成17年

（2005）
平成47年
（2035）

全 国 127,768 110,679 （ 減 少 県 ） 32 47
沖 縄 県 1,362 1,422 秋 田 県 1,146 783
東 京 都 12,577 12,696 和 歌 山 県 1,036 738
滋 賀 県 1,380 1,341 青 森 県 1,437 1,051
神 奈 川 県 8,792 8,525 山 口 県 1,493 1,103
愛 知 県 7,255 6,991 島 根 県 742 554
千 葉 県 6,056 5,498 高 知 県 796 596
埼 玉 県 7,054 6,258 岩 手 県 1,385 1,040
福 岡 県 5,050 4,440 長 崎 県 1,479 1,117
栃 木 県 2,017 1,744 山 形 県 1,216 925
京 都 府 2,648 2,274 愛 媛 県 1,468 1,127

★
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

・日　　時：4月27日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前8時30分（時間厳守）
・集合場所：南座前（川端四条）

京阪四条駅8：40発（普通淀駅行）、
伏見桃山駅9時出発

・コ ー ス：京阪伏見桃山駅→御香宮→乃木神社→
桃山御陵→桓武天皇陵→伏見桃山城（新装改
築）→伏見桃山新運動場→伏見北堀公園→京
阪丹波橋駅解散

⃝ �いよいよ歩こう会には好季節で、新装改築になった伏見桃
山城や伏見の名所を訪ねます。

（当日）☎090-1956-7460

第180回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

京
都
日
韓
親
善
協
会
、

再
建
へ
向
け
て
始
動

第179回
みんなで歩こう湯歩会（参加者93名）

八幡市背割堤にて

一
、
平
成
20
年
度
総
務
省
入
省
式
に
出
席
し

た
。
一
種
合
格
者
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
は
事

務
、
技
術
職
合
わ
せ
て
43
名
。
そ
の
内
、
半
分

以
上
が
東
大
出
身
者
。
女
性
も
7
名
い
た
。
中

央
官
庁
に
女
性
が
進
出
し
、
着
実
に
増
え
て
い

る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
。

一
、
株
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
で
利
益
を
得
た

3
人
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
が
懲
戒
免
職
処
分
と
な
っ

た
。
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
働
く
人
は
一
般
の
人

が
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
情
報
に
接
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
そ
れ
だ
け
に
秘
密
を
守
り
、
そ
の

情
報
を
金
儲
け
の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら
な

い
高
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。
気
の
毒
だ
が

厳
し
い
処
分
も
仕
方
が
な
い
。

一
、三
度
目
の
正
直
で
、
す
っ
た
も
ん
だ
の
挙

句
日
銀
の
総
裁
が
決
ま
っ
た
。
先
日
参
議
院
で

行
わ
れ
た
党
首
討
論
会
で
、
福
田
首
相
は
小
沢

代
表
に
対
し
て
、
日
銀
総
裁
人
事
で
民
主
党
に

振
り
回
さ
れ
、
翻
弄
さ
れ
た
と
怒
り
を
露あ

ら
わに
し

て
い
た
が
、
首
相
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
。

一
、
民
主
党
の
責
任
者
は
誰
な
の
か
、
本
音
を

語
り
、
信
用
で
き
る
人
が
い
な
い
と
い
う
の
が

本
当
な
の
で
は
な
い
か
。
人
事
は
色
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
て
、
適
材
適
所
と
思
わ
れ
る
人
を

提
案
し
て
い
る
。
100
％
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な

い
人
は
い
な
い
。
民
主
党
よ
、
も
う
少
し
大
人

に
な
れ
と
い
い
た
い
。

一
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
期
限
切

れ
と
な
っ
た
た
め
に
ほ
と
ん
ど
の
ス
タ
ン
ド
が

値
段
を
下
げ
た
。
多
く
の
国
民
は
歓
迎
だ
ろ

う
が
、
一
方
で
泣
い
て
い
る
人
も
い
る
。
地
元

事
務
所
が
利
用
し
て
い
る
ス
タ
ン
ド
は
30
㎘
の

タ
ン
ク
が
空
に
な
る
度
に
75
万
円
の
赤
字
と
な

り
、
1
ヶ
月
以
上
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
店
が

や
っ
て
い
け
な
く
な
る
と
主
人
が
嘆
い
て
い
た
。

一
、
こ
の
店
、
夫
婦
で
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
働
き
づ
め
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
両
親

の
姿
を
み
て
、
今
年
大
学
を
卒
業
し
て
社
会
人

に
な
っ
た
娘
さ
ん
が
作
業
服
を
着
て
、
手
助
け

し
て
い
た
。
無
給
の
人
の
手
を
借
り
な
い
と
店

が
成
り
立
た
な
い
ほ
ど
ス
タ
ン
ド
は
経
営
が
厳

し
い
。

昭
和
50
年
代
、
京
都
の
有
力
な
政
財
界
人

が
役
員
を
務
め
て
い
た
京
都
日
韓
親
善
協
会

は
活
発
な
活
動
を
し
て
い
た
が
、
平
成
8
年
以

降
、
役
員
の
高
齢
化
、
死
亡
等
に
よ
っ
て
、
休

眠
状
態
が
続
い
て
い
た
。
歴
史
的
に
深
い
つ
な

が
り
の
あ
る
隣
国
同
士
の
友
好
親
善
は
、
東
ア

ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
越
智
通
雄（
福
田
首
相
の
義
兄
）日
韓
親

善
協
会
中
央
会
理
事
長
、
千
玄
室
裏
千
家
大

宗
匠
ら
が
京
都
日
韓
親
善
協
会
再
建
へ
の
手
が

か
り
を
探
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
昨
年
11
月

に
「
朝
鮮
通
信
使
再
現
パ
レ
ー
ド
」
が
京
都
市

内
で
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
の
参
加
と
協
力
に

よ
っ
て
大
成
功
を
収
め
た
。
こ
れ
を
契
機
に
親

善
協
会
再
建
の
機
運
が
高
ま
り
、
二
ノ
湯
参
議

院
議
員
、、
裏
千
家
㈶
今
日
庵
小
林
哲
夫
秘
書

役
、
金
有
作
在
日
本
韓
国
民
団
京
都
府
本
部

団
長
ら
の
積
極
的
な
支
援
の
も
と
、
具
体
的
な

再
建
運
動
が
始
ま
っ
た
。
数
回
に
わ
た
り
再
建

会
議
を
開
催
し
、
趣
旨
、
規
約
、
役
員
、
事
業

計
画
等
の
骨
子
が
検
討
さ
れ
、
再
建
の
方
向
付

け
が
な
さ
れ
た
。
去
る
4
月
4
日
に
は
、
新
役

員
約
30
名
が
集
ま
り
設
立
準
備
会
が
開
催
さ
れ

た
。
6
月
1
日
㈰
に
は
京
都
日
韓
親
善
協
会
設

立
発
会
式（
仮
称
）が
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に

お
い
て
、
千
玄
室
氏
、
駐
大
阪
韓
国
総
領
事
ら

が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com


